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• 東北大学 大学院理学研究科 惑星プラズマ・大気研究センタ
ー
• 地磁気: PC3インデックス, 女川地磁気データ(フラックスゲート), 女川地磁気変
動データ(サーチコイル)
• HF帯: 木星電波固定周波数観測データ, 太陽・木星電波広帯域スペクトルデータ
• VHF帯: 木星メートル電波固定周波数データ, 太陽メートル電波スペクトルデータ
• LF帯: 標準電波位相・振幅変動データ
• 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系 宙空
圏研究グループ
• 昭和基地: オーロラ光学観測, 地磁気観測, 超高層モニタリング観測, イメージ
ングリオメータ, 1-100Hz帯ULF/ELF電磁波動観測, ファブリペローイメージャ, 
SuperDARNレーダー, MFレーダー, 無人磁力計ネットワーク観測, ナトリウムライダ
ー
• 中山基地超高層物理観測, 南極点基地全天オーロライメージャ
• アイスランド共役点観測, EISCATレーダー, スバールバル流星レーダー, トロムソ
流星レーダー, スバールバルオーロラ光学観測, トロムソオーロラ光学観測
• 名古屋大学 太陽地球環境研究所
• NO濃度 NO2濃度 NOx濃度 O3濃度 エアロゾル科学成分 エアロゾル消散係数
地上分光観測による大気組成変動のデータベース
• 地上磁場データ 大気光・オーロラの全天カメラ 熱圏風速シンチレーション VHF
レーダーによる電離圏擾乱観測 EISCATレーダー観測データ ノルウェー光学観測
データ ノルウェーMFレーダー観測データ ノルウェー流星レーダー観測データ
• IPS速度分布図 PS速度 g値リスト
• SuperDARN北海道-陸別短波レーダーデータ
• 京都大学 大学院理学研究科附属天文台
• FMT: イベントリスト, イベントムービー, リアルタイム画像, デジタル生
データ
• SMART: Hα太陽全面多波長データ, Hα部分拡大多波長画像, Hαリアルタイ
ム多波長画像, イベントカタログ, イベントムービー, 太陽全面磁場データ




• 地磁気指数データ(final,provisional,quick look)  AE, SYM/ASY, Dst






離圏標準観測・特別観測: 流星/RASS/FAI), アイオノゾンデ, ラジオゾンデ, 
境界層レーダー, Lバンド下部境界層レーダー, 下部熱圏プロファイラーレー
ダー, シーロメーター, AWS
• 赤道大気観測所: EAR(対流圏標準観測・電離層観測), 境界層レーダー, Xバ
ンド気象レーダー, シーロメーター, ラジオゾンデ
• その他: ポンティアナMFレーダー, パムンプクMFレーダー, ジャカルタ流星































 IDL + TDASをベースにして、各機関の観測データに即した解析ソフト
ウェアを開発中。
IUGONETのプロダクトは、平成23年度中に一般に公開（β 版は4-5月を予定）
 超高層大気地上観測データに関する研究インフラ(メタデータDB・解析
ツール)を大学間の連携プロジェクトとして開発中。
 CAWSES-IIの基盤グループ(Virtual Institute)として役割を果たし、各サ
イエンス研究グループに貢献する。
 プロジェクト2年目の進捗：
 IUGONETによって利用できるようになる膨大かつ多様な観測データ、お
よび解析ツールを先取りしたサイエンス研究を開始。
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CAWSES-IIにおけるIUGONETの役割
研究インフラ
の提供
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